
平成
へいせい

20年度
ねん ど

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

づくり推進
すいしん

事業
じぎょう

報告書
ほうこくしょ

 

 

１ 事業
じぎょう

の概要
がいよう

 

 (1) 事業名
じぎょうめい

 

外国人
がいこくじん

の子
こ

どもと親
おや

のための日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

支援
しえ ん

事業
じぎょう

 

 (2) 事業
じぎょう

の目的
もくてき

・概要
がいよう

 

刈谷市
か り や し

周辺
しゅうへん

に在住
ざいじゅう

する外国人
がいこくじん

の子
こ

ども及
およ

び保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、大学
だいがく

の

空
あ

き教室
きょうしつ

を使用
しよう

し、学生
がくせい

が主体
しゅたい

となり、日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

支援
しえ ん

、子
こ

どもの教科
きょうか

学習
がくしゅう

支援
しえ ん

及
およ

び交流
こうりゅう

イベント等
とう

を実施
じっし

することで、地域
ちいき

外国人
がいこくじん

住民
じゅうみん

との

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の構築
こうちく

に寄
き

与
よ

する。 

(3) 受託
じゅたく

団体
だんたい

の概要
がいよう

 

ＡＵＥ親子
おやこ

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

。2003年
ねん

10月
がつ

に設立
せつりつ

された。愛知
あいち

教育
きょういく

大学
だいがく

日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

コースの学生
がくせい

を中心
ちゅうしん

とし、他
た

専攻
せんこう

の学生
がくせい

も多数
たすう

参加
さん か

する活動
かつどう

へと

発展
はってん

している。 

 

２ 事業
じぎょう

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

（実施
じっし

期間
きか ん

、実施
じっし

場所
ばし ょ

、実施
じっし

体制
たいせい

、参加者
さんかしゃ

（対象者
たいしょうしゃ

）、準備
じゅんび

作業
さぎょう

、事業
じぎょう

の具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

等
とう

） 

 (1) 実施
じっ し

期間
きか ん

及
およ

び実施
じっし

場所
ばし ょ

 

    実施
じっ し

場所
ばし ょ

：バス旅行
りょこう

以外
いが い

はいずれも愛知
あいち

教育
きょういく

大学内
だいがくない

 

    実施
じっ し

期間
きか ん

：平成
へいせい

20年
ねん

7月
がつ

1日
にち

（火
か

）～平成
へいせい

21年
ねん

2月
がつ

28日
にち

(土
ど

) 

 (2) 実施
じっ し

体制
たいせい

 

     愛知
あい ち

教育
きょういく

大学
だいがく

に在籍
ざいせき

する国際
こくさい

交流
こうりゅう

活動
かつどう

に関心
かんしん

のあるボランティア学生
がくせい

に

よる。事務局
じむきょく

は、愛知
あいち

教育
きょういく

大学
だいがく

外国人
がいこくじん

児童
じど う

生徒
せい と

支援
しえ ん

リソースルームに置
お

き、

日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

講座
こう ざ

専任
せんにん

教員
きょういん

と学生
がくせい

代表
だいひょう

とが役員
やくいん

となり実施
じっし

する。 

 (3) 参加者
さんかしゃ

(対象者
たいしょうしゃ

) 

     学習者
がくしゅうしゃ

は、地域
ちいき

在住
ざいじゅう

の外
がい

国籍
こくせき

の人々
ひとびと

で、日本語
に ほ ん ご

を学
まな

びたいと考
かんが

えている

人
ひと

及
およ

びその子弟
してい

等
とう

（3歳
さい

以上
いじょう

の幼児
ようじ

および学齢期
がくれいき

の児童
じどう

生徒
せい と

を対象
たいしょう

とする）

とする。日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

は、大人
おとな

クラスと子供
こども

クラスを設
もう

けているが、大人
おとな

クラ

ス(レベル別
べつ

5 クラス)においては、1回
かい

平均
へいきん

80名
めい

、子供
こども

クラスでは 1回
かい

平均
へいきん

20名
めい

の参加
さんか

であった。 

 (4) 準備
じゅんび

作業
さぎょう

 

     日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の参加者
さんかしゃ

の募集
ぼしゅう

については、会場
かいじょう

となる大学
だいがく

近辺
きんぺん

のブラジル、

中国
ちゅうごく

飲食店
いんしょくてん

、スーパーマーケットなどに張り紙
は り が み

をして行った。教室
きょうしつ

の運営
うんえい

は、学生
がくせい

ボランティアによって行
おこな

われ、子供
こども

クラスについては、プリントや

教材
きょうざい

教具
きょうぐ

の製作
せいさく

、大人
おとな

クラスについてもプリントや教材
きょうざい

教具
きょうぐ

の製作
せいさく

を毎回
まいかい

行
おこな

った。交流
こうりゅう

イベントについては、いずれも、参加者
さんかしゃ

に対
たい

するガイダンス

や当日
とうじつ

の配布物
はいふぶつ

などを作成
さくせい

することで、円滑
えんかつ

な運営
うんえい

を図
はか

った。 



 (5) 事業
じぎょう

の具体的
ぐたいてき

内容
ないよう

 

   ① 親子
おやこ

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

 

<大人
おと な

クラス> 

     大人
おと な

クラスでは、『みんなの日本語
に ほ ん ご

初級
しょきゅう

』(スリーエーネットワーク)を使用
しよう

した授業
じゅぎょう

を行
おこな

った。Ａ～Ｅの５レベルを開設
かいせつ

している。Ａは第 1課
だ い １ か

から

第 5課
だ い ５ か

、Ｂは第 6課
だ い ６ か

から第 12 課
だ い １ ２ か

、Ｃは第 13 課
だ い １ ３ か

から 18課
か

、Ｄは第 19 課
だ い １ ９ か

から

第 25 課
だ い ２ ５ か

といった進度
しんど

予定
よて い

で進
すす

めた。Ｅクラスでは漢字
かんじ

の練習
れんしゅう

や作文
さくぶん

も授業
じゅぎょう

に取り入
と り い

れた。 

 開催
かいさい

日
び

は以下
い か

の通
とお

り（子供
こども

クラスも同日
どうじつ

）計１３回
けい    か い

、９０分
    ぷん

/回
かい

。 

 －１０月４日、１１日、１８日、２５日 

 －１１月１日、８日、１５日、２９日 

 －１２月６日、１３日 

 －１月１０日、２４日、３１日 

        <子供
こど も

クラス> 

      大人
おと な

クラスの学習者
がくしゅうしゃ

が連
つ

れてくる子供
こども

を対象
たいしょう

に行
おこな

った。学校
がっこう

の宿題
しゅくだい

に取
と

り組
く

んだり。一緒
いっしょ

にゲームをすることで、日本語
に ほ ん ご

になれ、楽
たの

しく学
まな

ん

でいくことを目指
め ざ

した。 

   ② 交流
こうりゅう

イベント 

      季節
きせ つ

ごとに様々
さまざま

なイベントを行
おこな

った。具体的
ぐたいてき

には、7月
がつ

26日
にち

のシュハス

コパーティー、11月
がつ

8日
にち

のハロウィーンパーティ、11月
がつ

22日
にち

のバス旅行
りょこう

、12月
がつ

20日
にち

のクリスマスパーティ、1月
がつ

31日
にち

の新年
しんねん

パーティーがそれである。それぞ

れのイベントには、平均
へいきん

40名
めい

の参加
さんか

があった。 

   ③ ボランティア研修会
けんしゅうかい

 

      ボランティア学生
がくせい

の技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のため研修会
けんしゅうかい

を開
かい

催
さい

した。講師
こうし

は、日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

講座
こう ざ

の教員
きょういん

および大学
だいがく

院生
いんせい

であった。参加
さんか

人数
にんずう

は、平均
へいきん

15名
めい

であった。 

開催
かいさい

は、各教室
かくきょうしつ

終了後
しゅうりょうご

の時間
じかん

を利用
りよう

し、12月
がつ

6 日、13日
にち

、20日
にち

、1月
がつ

10日
にち

、

31日
にち

であった。 

 

３ 事業
じぎょう

の実施
じっし

による効果
こうか

 

 (1) 日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の開催
かいさい

 

    本事業
ほんじぎょう

には、スタッフとして約
やく

40名
めい

の学生
がくせい

が参加
さんか

した。学生
がくせい

は、外国人
がいこくじん

に対
たい

す

る日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

を専門
せんもん

に学
まな

ぶもの、教員
きょういん

養成
ようせい

課程
かて い

で学
まな

ぶものなど、専攻
せんこう

はさま

ざまであるが、本事業
ほんじぎょう

を主体的
しゅたいてき

に進
すす

める中
なか

で、知識
ちしき

と現場
げんば

との連携
れんけい

を図
はか

りつつ、

組織
そしき

の運営
うんえい

の仕方
しかた

や日本語
に ほ ん ご

指導
しど う

方法
ほうほう

の実際
じっさい

、異文化間
いぶん か か ん

コミュニケーションの

方法
ほうほう

などを学
まな

ぶことができた。 

    日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の受講者
じゅこうしゃ

の皆
みな

さんには、コーディネーターとして活動
かつどう

にかかわっ

てくださるブラジル人
じん

女性
じょせい

の協 力
きょうりょく

が得
え

られたことで、ポルトガル語
ご

による



教室
きょうしつ

説明
せつめい

が可能
かのう

となり、受講
じゅこう

機会
きか い

がより多
おお

くの人
ひと

に提供
ていきょう

できたと思
おも

われる。

日本語
に ほ ん ご

そのもののレベルアップだけでなく、日本人
にほんじん

との関
かか

わりを通
とお

して、対日
たいに

本人
ほんじん

観
かん

の向上
こうじょう

が図れ
は か

たと思
おも

われる。交流
こうりゅう

イベントでは、受講生
じゅこうせい

同士
どう し

の情報
じょうほう

交換
こうかん

の場
ば

となり、学習
がくしゅう

から離
はな

れた、日常
にちじょう

の中
なか

での交流
こうりゅう

がボランティア学生
がくせい

、

受講生
じゅこうせい

の相互
そうご

に見
み

られ、本活動
ほんかつどう

の意義
い ぎ

を再確認
さいかくにん

できた。 

    これらの活動
かつどう

を通
とお

し、経済
けいざい

状 況
じょうきょう

が悪化
あっか

している中
なか

で、どのような情報
じょうほう

を

受講生
じゅこうせい

の皆
みな

さんが必要
ひつよう

としているのか、意見
いけん

が寄
よ

せられるようになり、今後
こんご

の

活動
かつどう

の手
て

がかりが得
え

られたと考
かんが

えられる。 

 

４ 事業
じぎょう

の実施
じっし

に要した
よ う し た

経費
けい ひ

 

        予 算           支 出   

人件費 699,700 日本語指導者謝金   指導者 57 人   

    350×２×１3×57 人 518,700 9,000×57 513,000

    通訳・コーディネーター謝金   通訳・コーディネーター謝金   

    ３０００×２×18 日×１人 108,000 ３０００×２×18 日×１人 108,000

    保育協力者謝金   保育協力者謝金   

    １５００×２×１3×1 人 39,000 １５００×２×１3×1 人 39,000

    研修会講師謝金   研修会講師謝金   

    ５０００×５回 25,000 ５０００×５回 25,000

    翻訳協力者謝金   翻訳協力者謝金   

    ３０００×3 人 9,000 ３０００×1 人 3,000

旅費 102,000 翻訳・保育協力者交通費   翻訳・保育協力者交通費   

    ２０００×１3×２人 52,000 ２０００×１3×２人 52,000

    研究会等参加旅費 50,000 岡田・上田・酒井・・関川・杉田他 42,480

消耗品 88,681 子どもクラス用消耗品 58,681 子どもクラス用消耗品 45,896

    交流イベント用消耗品   交流イベント用消耗品   

    3００×１００人 30,000  48,837

通信運搬

費 
20,000 電話代   電話代   

    2500/月×８か月 20,000 2500/月×8か月 20,000

保険料 42,000 保険掛け金   保険掛け金   

    100×14 回×30 42,000 1 回 840

       予備費 54,328

計 952,381 計 952,381 計 952,381

 

 



５．事業
じぎょう

の継続
けいぞく

・発展
はってん

の見通し
み と お し

、今後
こんご

の課題
かだい

等
とう

 

 愛知
あい ち

教育
きょういく

大学
だいがく

外国人
がいこくじん

児童
じど う

生徒
せい と

支援
しえ ん

リソースルームのホームページから、受講
じゅこう

申し込み
も う し こ み

や、開講
かいこう

日
び

確認
かくにん

などができるようにシステムを整
ととの

えた。経済
けいざい

状 況
じょうきょう

の急速
きゅうそく

な

悪化
あっか

から、受講生
じゅこうせい

の減少
げんしょう

の可能性
かのうせい

も考
かんが

えられるが、日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

ゆえの職
しょく

探
さが

しの困難
こんなん

さから、受講生
じゅこうせい

が増加
ぞうか

すると思
おも

われる。教室
きょうしつ

については、地域
ちいき

の外
がい

国籍
こくせき

の方々
かたがた

への

認知度
に ん ち ど

も高
たか

まり、小中学校
しょうちゅうがっこう

での案内
あんない

も積極的
せっきょくてき

に進
すす

めていただけるような状 況
じょうきょう

とな

っている。地域
ちいき

の理解
りかい

が深
ふか

まれば、より活動
かつどう

も広く
ひろく

展開
てんかい

できることから、来年度
らいねんど

はよ

り一層
いっそう

の受講生
じゅこうせい

増加
ぞう か

の見通
みとお

しを持
も

っている。ボランティア学生
がくせい

の技術
ぎじゅつ

向上
こうじょう

のための

研修会
けんしゅうかい

をより効果的
こうかてき

に行
おこな

うことで、学習者
がくしゅうしゃ

のより必要
ひつよう

としている日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

を身
み

につけることのできる教室
きょうしつ

の運営
うんえい

に取
と

り組
く

んでいきたいと思
おも

う。 

 子供
こども

クラスでは、遊
あそ

びながら日本語
に ほ ん ご

を学
まな

ぶことを目標
もくひょう

にしていたが、年齢
ねんれい

も、日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

も異
こと

なる多
おお

くの子供
こども

を対象
たいしょう

に、統一的
とういつてき

なクラス運営
うんえい

は困難
こんなん

で、学習
がくしゅう

よりも遊
あそ

び

の時間
じかん

が長
なが

くなるということも生
しょう

じた。主
おも

な原因
げんいん

は、年齢
ねんれい

や能力
のうりょく

別
べつ

に教室
きょうしつ

を開設
かいせつ

す

るのに必要
ひつよう

十分
じゅうぶん

な学生
がくせい

ボランティアが確保
かくほ

できていないことにある。年度
ねんど

初め
はじ め

に多数
たすう

登録
とうろく

されるボランティアも、個々
こ こ

の研究
けんきゅう

活動
かつどう

や他
た

のサークル、ボランティア活動
かつどう

との

かかわりから、その全数
ぜんすう

が常に
つねに

確保
かく ほ

できている状 況
じょうきょう

ではない。このことから、学内
がくない

に

おける広報
こうほう

活動
かつどう

を増
ふ

やし、活動
かつどう

のスタートを年度
ねんど

初
はじ

めにできるだけ早
はや

く行
おこな

うこととし

たい。 

 

６．その他
ほか

参考
さんこう

事項
じこ う

 

 

 

 

 

 


